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借男　複式簿記とか、発生主義とか、財務諸表だとかについてはそれなりに分かったけれども、こうしたものをどうやって導入していくの？　現在の官庁会計でもいろいろと処理が必要なのに、新たに複式簿記を行うとなると、どのような事務処理が必要になるのか想像も出来ないんだけど・・・
貸子　これまでにいろいろと説明したけど、会計処理の全てが変わるってことではないのよ。今回の新公会計制度の導入の目的のひとつは、コスト情報やストック情報を把握してより効率的な行政を実現することにあるから、職員の会計処理に係る負担が多大なものとなったら本末転倒。だからなるべく手間が掛からないような仕組みを導入して、貸借対照表とか行政コスト計算書などの財務諸表を作成するの。

借男　行政コスト計算書って、企業会計でいうところの損益計算書だったよね。

貸子　ちゃんと覚えていたね。

借男　それで、この行政コスト計算書とか貸借対照表とかはどうやって作成するの？

貸子　まず、新公会計制度においては複式簿記の考え方を採り入れるので、仕訳というものが必要になるの。これについては、財務会計システムで収入の調定や支出命令の処理をする際や、物品購入の場合では物品調達システムにおいて支出命令の処理をする際に、新たに「仕訳区分」というものの登録が必要になって、その区分を選ぶことによって、自動的に仕訳されたデータが蓄積されていくの。
借男　仕訳区分というのはどんなもので、どのように登録するの？

貸子　例えば、備品購入費で考えてみると、備品購入費って10数万円のパソコンの購入だったり、何百万円もするような検査機器や自動車の購入だったりする場合もあるよね。大阪府の場合、100万円以上の重要物品については、固定資産として貸借対照表に計上することになるので、支出命令の処理をする際に、仕訳区分にある重要物品という科目を登録。そうすると、貸借対照表の重要物品という固定資産が増加したということになるのよ。これが、100万円未満の物品を購入した場合には、重要物品ではなくて、物件費として仕訳されて、行政コスト計算書における費用として処理されることになるのよ。だから「重要物品になる」か「重要物品にならない」かで、それぞれ別々の財務諸表に計上されるの。
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借男　なるほど。重要物品かそうでないかということが重要になるんだね。ところで、財務会計システムで支出命令を処理する際に、仕訳区分を選択するって言ってたけど、その科目は一覧表か何かから選んで登録するの？
貸子　仕訳区分は、あらかじめ複式簿記・発生主義会計導入を担当している私の職場、会計局で設定することにしているのよ。それで、財務会計システムで支出や収入する際の予算科目に応じて、選択する仕訳区分をできるだけ絞り込んで、画面上で示すことにしているの。その中から選ぶことによって、職員が間違って登録するリスクが低くなるし、手間も掛からないってことに。
借男　支出や収入の予算科目と連動していると、ほんと手間が掛からないし、間違いも最小限にできそうだね。
貸子　でも、さっきの物品関係は金額で判断できるし、他の科目でも仕訳区分の選択肢が一つだけという場合もあるんだけど、少し複雑なのが工事の場合。一般的に工事という場合、工事請負費という科目で支出すると思うんだけど、工事の種類には修繕工事とか新築工事とかあるよね。

借男　うん。あるよ。工事の種類が異なっても、支出する科目は工事請負費で同じだよね。
貸子　そう、同じ工事請負費でも工事の種類で計上する財務諸表が異なる場合が出てくるの。例えば、ある建物で雨漏りがしてきたので、屋根の部分を修繕してもらった場合、修繕に係る経費は建物だからといって資産に計上される訳ではなくて、費用として行政コスト計算書に計上されるの。だって、その修繕で建物の資産価値が上がったということはないでしょう。そういう場合には費用になるのよ。
借男　今回の場合、単に雨漏りした屋根を修繕しただけで、建物の資産価値が上がる訳がないよね。当然って感じ。

貸子　次に、新築工事の場合では、工事を終えて建物が完成すると、これは行政財産である固定資産となるので、貸借対照表に資産の増加として計上されるの。ただし、建物が完成するまでの間に、支出する場合があるでしょ。その時には、支出額を一旦建設仮勘定という資産に計上して、工事の完了後、建設仮勘定を建物という固定資産に振り替える必要があるのよ。このように、その支出が資産になるのか、費用になるのか。仕訳区分を選択する必要があるのね。





借男　財務諸表への計上の流れは何となく分かったんだけど、その建設仮勘定って何？
貸子　工事の場合、開始から終了まで時間が掛かることってよくあるよね。特に、大きな工事だと複数年度に渡ることもあるでしょう。その際の工事に係る経費も完成状況に応じて、１年目にいくら、２年目にいくらを支払うという契約をするよね。そうした完成途中の支出額も、建物や工作物と同じように資産に計上するんだけど、建物や工作物が完成している訳ではないので、支出額を一旦仮の勘定、すなわち建設仮勘定という科目に計上するの。その後完成した暁には、建設仮勘定精算という処理によって、建物とか工作物といった資産に振り替えるの。
借男　なるほど。今までも建物とかについては、公有財産台帳に取得した金額を登録してきた訳だから、その把握が少しやりやすくなるのかな。
貸子　取得金額を把握する部分は分かりやすくなると思うけど、今まで以上に正確性が求められるのは確かだと思うわよ。あと、給与関係の歳出や歳入に係る科目のかなりの部分は、支出命令や収入の調定の際に仕訳区分を選ぶこともなく、自動的に科目が設定されるような仕組みにしているの。
借男　そうなんだ。ほんとに複式簿記導入と言っても思ったほど大変という訳じゃないってことが分かった。でも、発生主義会計だと固定資産の減価償却費ってあったよね。あれってどのように処理するの？　まさか一件一件手で計算して入力しろっていうことはないよね。

貸子　そんなおそろしいことは考えていないわよ。公有財産なら公有財産管理システム、重要物品なら物品調達システムに、それぞれの資産の取得金額を登録しておいて、さらに資産の種別ごとの耐用年数のデータを登録しておくことで、自動的に減価償却費を計算してくれて、減価償却費と減価償却累計額を財務諸表に反映させることができるようにするの。
借男　システムで自動的に計算してくれるなら楽でいいね。
貸子　でも、さっきも言ったけど、貸借対照表に資産の金額が表示されることになるから、公有財産や物品の管理・登録を、もちろん今まできちんとやってきたと思うけど、これまで以上にきちんとする必要があるわよ。

借男　あ、当たり前じゃないか。も、もちろん、ちゃんとやってきたよ。

貸子　うん、もちろんそうよね。それで、その他のシステムなんだけど、給与を支出する総務事務システムとか、債権管理システムのように歳入歳出に連動するようなものは、その関連システムの情報に勘定科目を設定することで、入力作業とかしなくても財務諸表に金額が積み上がるようにすることになっているの。
借男　こういう仕組みなら、官庁会計と新公会計制度を両立させることはできそうだね。

貸子　まだまだいろいろと細かい点を検討して、基準とか要綱とか、運用の基本となるものを定めていくことにしているんだけど、今の段階では、大体こんな感じで動いていくことになると思うわよ。
借男　複式簿記の知識が全くない僕でもなんとかなりそうだね。
貸子　そうね。複式簿記の知識が全くない借男さんでも楽々・・・って、今までの連載で複式簿記について散々説明してきたのに、それはないでしょう！
借男　うわーい！今の“ノリツッコミ”ってこと？

貸子　何言っているのよ、プンプン！
借男　ごめんなさい。そうだよね。これって『複式簿記講座』だもんね。僕に全く知識がないってことは、貸子さんと何の対話をしてきたんだって、上司にどやされそう！

貸子　そうよ。私の説明が悪いって思われるじゃないの。私の立場も考えてよね。


　　　　　大阪府会計局新公会計制度グループ
電話：06－6944－6460
FAX：06－6944－6733
＊＊＊　次回は、平成２２年１１月２６日（金）予定です。　＊＊＊
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今回は、財務諸表を作成するためのシステム等の仕組みについてです。
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例えば、工事請負費　1,500万円を支出する場合
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